
哨幽脚"胸、白h ・h、，
?吋格

7月25日の「上回わ っしょ しりに、姉妹都市出石町 (兵庫県)か ら大名行列が特別参加 しました。

当日は、総勢130人が午後 4時、上回城を出発。大手町 、1毎野町を:iJ重 1)、旧東駅までを約 2時間かけ

て純 1)J_j;、きました。 この大名行列、 ヒ田市では初めてとあ っ て、沿道は大勢の見物人でj:!I~ まりまし

た。(オープンカーに乗っているのは、右から升田出石町長、石井市長、松野市議会議長 )

関連記事、 2 ・3ページ

主な内容

にぎわ った、、仁田わっしょし¥

ハカリ定期l検伐を実地します

1;-4i:害者とともに③一

カメラレオ7

市職Hを必!.Ikします (一般ギ務 ・保母なと 1・・

2・3ページ

4・5ページ

ー.6ページ

7ページ

8ページ

市消防職.wを~;:!tしますーーーーーー ・ • • • • • • • • • • • . .一一 ......9へージ

乳幼児・ 三 ，:&児他康診作・ー・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ ーーー...10へージ

市民と市長の日

毎月 1日に行っています 「市民と市

長の日」を、来月は都合により 9月4
自治)午前 9時から午後 4時まで、市役

所 3階市長室で行います。お気軽にお

でかけくださし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」 を9月 1日(刈午前

8時30分から午後 5時まで、市役所2

階段業委員会事務局で千fし、ます。お気

軽におでかけください
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に
ぎ
わ
っ
た
H

上
回
わ
っ
し
ょ
い
H

踊
り
子
は
過
去
最
高
の

山
氏
の
以
然
り
と
し
て
・
成
し
ま
れ
て

い
る

「
し仁
川
わ
っ
し
ょ
い

」
が
、
七
月

-一
卜
i
H
、
山
内
の
目
抜
き
泊
リ
を
中

心
に
山
川
ト〈
に
行
わ
れ
、
約
七
万
人
の
人

山
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

-一
卜
ム
H
は
、
午
後
凶
時
、
ま
ず
出

“
町
の
大
名
行
列
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
大
中
山
行
列
は
、
そ
の
北
円
、
上
回
か

ら
山
山
行
へ
彬
っ
た
仙
石
氏
を
し
の
ば
せ

る
伝
統
の
行
が
で
、
出
石
町
で
は
毎
年

十

一
月
三
日
の
「
お
城
山
滑
り
」
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
上
回
の
小
学

生
約
八
十
人
も
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま
の

装
束
で
、
一
怖
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

五
時
に
な
る
と
「
み
こ
し
」
も
始
ま

り
、
女
み
こ
し
、
江
戸
み
こ
し
な
ど
十
三

法
が
、
所
伏
し
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。

七
時
四
十
五
分
、
待
ち
に
待
っ
た
「
上

回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
。

自
治
会
や
会
社
な
ど
か
ら
参
加
し
た
蜘

えつ広報一 第 845号

万

千
人

リ
手
は
、
過
去
故
高
の

一
万

一
千
四
百
人
。

み
ん
な
そ
ろ
い
の
浴
衣
、
ハ

ッ
ピ
姿
で
、

「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
セ

ア
ン
ョ
ン
」
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
、
立

の
診
さ
も
忘
れ
て
踊
リ
ま
し
た
。

ま
た
、

二
十
四
日
に
は
、
「上
回
わ

っ

し
ょ
い

」
が
今
年
で
十
周
年
を
迎
、
え
た

こ
と
を
記
念
し
て

「
花
火
大
会
」
が
聞

か
れ
、
千
曲
川
の
上
回
橋
上
流
は
、
約

三
万
人
の
見
物
人
で
に
さ
わ
い
ま
し
た
。

...全校生徒650人が参加したニ中連

‘上回わっしょい実行
委員長として、あい

さつする石井市長

V茶目つけタップリの三好町連の

子供たち

4
『
上
回
の
小
学
生
約
八
十
人
が
行
列
に
特
別
参
加
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司S
出石町の大名行列

総裁1.30人が江戸時代を再現

4大名行列で特に人気のあったのは、重い毛拾を

投げ渡す赤坂読の槍ふり 。 この時は沿道を埋め

た見物人から大きな拍手が起ニりました。

議温帯輔、

4 
上
問。3
学

生
約
j¥ 

十
人

5・1・
特

参

10年ぶりに「花火大会」

』

F

出
石
町
の
物
産
展
が
農
協
上
回
事
業
所
で
開

か
れ
、
特
産
の
出
石
焼
、
出
石
ソ
パ
、
出
石

銘
茶
が
市
民
に
好
評
で
し
た
。

企上田わっしょいが始まった昭和47~手から中

止になっていた「花火大会」が、今年は 10

年ぶ りに復活。
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取
り
引
き
・
証
明
用
の
ハ
カ
リ

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

計
凶
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
完
寅
・

逆
送

・
保
廿
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産

物
の
売
買
な
ど
て
ま
た
は
証
明
用
(
病

院
院
、
官
公
庁
、
学
校
な
ど
で
の
体
重

制
定
な
ど
)
と
し
て
使
用
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
計
祉
器
の
定
期
検
食
を
、
年

一
凶
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
検
査
は
、
正
し
い
計
量
器
で
正

し
い
取
り
引
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

消
行
者
及
び
版
売
者
を
保
護
し
、
社
会

秋
序
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
計
口
一m
器
の
定
期
検

伐
を
下
表
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
枇
寄
リ
め
会
場
で
、
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ハ
カ
リ
が
二
十
台
以
上
あ

る
場
介
、
崎
地
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ

る
場
合
、
あ
る
い
は
電
気
式
の
ハ
カ
リ

な
ど
の
場
合
に
は
、
出
張
し
て
検
査
も

行
い
ま
す
。
出
川
別
検
査
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
「
所

ι場
所
検
査
申
請
書
」
を

商
工
謀
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の

申
山
占
は
、
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
転
・
従
業
な
ど
で

ハ
カ
リ
を
使

わ
な
く
な

っ
た
坊
合
は
、
必
ず
商
工
諜

討
此
係
へ
ご
叫
庄
内
桁
く
だ
さ
い
。

えつ広報ー 第 845号

検
査
で
の
注
意
事
項

絡
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

O
合
格
し
た
計
量
器
に
は
、
「
合
絡
ス
テ

ソ
カ
|
」
が
は
ら
れ
ま
す
。

O
検
査
に
は
、
手
数
料
(
五
ペ
ー
ジ
参

昭
…
)
が
必
要
で
す
。

O

ハ
カ
リ
は
、
よ
く
掃
除
を
し
て
き
で

く
だ
さ
い
。

O
分
銅
、
増
お
も
り
も、

こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
と
、
計

量
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ハ
カ
リ
と
一

昨年のハカリ定期検査から

l商工謀計量係の電話番号は ; 

宮⑫4100内線603・有線②0745です。

昭和56年度計量器定期検査日程表

実施 日 検査会場 検査時間 対象地 区 実施日 検査会場 検査時間 対象地区

8月31日(JJ) 川 西公民館 午前 9: 30-11 : 30 川西地区 9月8日(刈 上回卸商業会館 午午後円ij9 : 30-正 午 塩秋和尻 地区
1 : 00-3 : 00 

8 )'j 31日(11) 泉 回公民館 午後 1: 00-3 : 00 泉田地区 9月9日(*) 上回点字図書館 午午後円リ9・30-正 0午0 東部地区1 : 00-3 

9月1日(火) 塩田解放会館 午前 9: 30-11 : 30 中tlK回I也区 9月10日(本) 新聞区民会館 午午後円ij9 : 30-正 午 北部地区1 : 00-3 : 00 

9月1日(刈 キ目 染 附 午後 1: 00-3 : 00 別所地区 9月11日制 大屋公会堂 午前 9: 30-11・30 神 川 地区

9月2日(水) 鈴 子 公 民館 午前 9: 30-11 : 30 東塩田地区 9月16日(村 南天神町公会堂 午午後目ij9・30-正 0午0 南部地区
1 : 00-3 

9月2日(村 西底国会 館 午後 1: 00-3 : 00 西塩団地区 9月17日(村 上野が丘公民館 午前 9・30-11: 30 神科地区

9月3町村 新屋会館 午前 9: 30-11 : 30 西部 地 区 9月17日(木) 農村環警境 午後 1・00-3 : 00 豊殿地区
改センター

9月3日(-f) 西部公民 館 午後 1・00-3 : 00 西部地区 9月18日制 市 役所検査室 午午後前 9: 30-正 午 中央地区

ト一一
1 : 00-3 : 00 

9 H 4日(符 上水田道県営センター
午午前後 9 : 30-正 午 城下地区 9月19日けj 市役所検公室 午前 9・00-正午 全 市

1 : 00-3 : 00 

9 J] 7日(JJ) 川 辺町 会館 午前 9: 30-11 : 30 川 辺地区 9月21日(JJ) 市役所検査室 午午円後ij9 : 30-正 0午0 全 市
1 : 00-3 

9月7日りJ)上回卸商業会館午後 1: 00-3 : 00 注目地区 9月22日川市役所附室 221:jj二まお 全 市

』ーーーー
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定期検査を受ける計量器と検査手数料額

能力(ひょう量)および手数料

円

円
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司
u

る

.

一

、

え

い

の

、

」

d
u

歩

」

の

1
一M

l
一山

，EE
E
E
E
E
E
E《
E
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l
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E
E
E
t

、

の
旦
国
一

・
刀
、
っ

日
夏
よ

成
ル
ひ

状(主なもの)形

(削
州
制
附
天
ぴ
ん
)

手動天びん
(分割，jを含む)

言十夏'民

一.100円

150円

..200円

( 50kg以下・・・

ひょう量 {100kg以下・・・・

l100同をこCa
俸は か り
(おもりを含む)

能力を問わず

1台につき.........150円

JH 

比等

. .100円~t 
皿 手動はかり

(分銅及び噌おも

りを含む)
能力を問わず

1台につき・・・一一..300円

100kg以下・...........200円

200kg以下........一..350円

500kg以下・・・ ......600円

1 t以下・・・・・・・・・1，000円

2 t以下・・・・・・・・・1，700円

増おもり・・・・・・・・・・・・ 50円

増おもり・・・・・・・・・・・・ 50円

..100円

その他のもの

( 100kg以下・・・・・・・・・・・・200円

ひょう量 {200kg以下・...........350同

l5001、g以下............600円

銅............50円

ひょう量

直線目盛のもの

1台につき..一

分

その 他

指示はかり

t3~ 
@)O# 

手;手動はかり

(士曽おもりを含む)

(湖運搬することによリ破wまたは、

精度がおちるおそれがあるため、

申請により計量士カ、使用場所で倹

作を行う 。

1 r今につき・一一・・・….600円

光 電式はかり

電気抵抗線式

はかり
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障
害
者
と
と
も
に

③ 

耳
の
不
自
由
な
人
に
は

H
H

の
不
自
由
な
人
と
い
う
だ
け
で
、

話
し
か
け
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
方
も

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
が
、
耳
の
不

自
由
な
人
に
は
話
し
好
き
な
人
が
多
い

の
で
す
。
ま
ず
、
あ
な
た
の
方
か
ら
心

を
聞
い
て
、
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ

耳
が
不
自
由
と
い

っ
て
も
、
聴
力
が

弱
い
た
め
に
声
や
音
が
よ
く
き
き
と
れ

な
い
難
聴
の
人
か
ら
、
全
く
き
こ
え
な

い
人
ま
で
、
程
度
の
差
は
い
ろ
い
ろ
で

す
。

えつ広報

会

話

の

方

法

話
し
合
う
手
段
|

|
会
話
の
方
法
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が、

ま
ず
相
手
を

理
解
し
、
そ
し
て
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
心
が
け
る
こ
と
こ
そ
、
耳
の
不
自
由

な
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第

一
歩
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
。

話
し
か
け
る
と
き
は
、
正
面
か
ら
顔

を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
口
元
が

相
手
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
肝
心
で
す
。
そ
し
て
思
い
や
り
の
あ

る
言
葉
づ
か
い
と
と
も
に
、
で
き
る
だ

け
わ
か
リ
や
す
い
表
現
を
用
い
ま
し
ょ

‘
刊
J

一 第 845号

会
話
の
方
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

ロ
話
(
こ
う
わ
)
:・現
在
、
聾
(
ろ
う
)

学
校
で
教
育
し
て
い
る
も
の
で
、
口

の
動
き
を
読
み
と
る
方
法
で
す
。
ジ

ェ
ス
チ
ュ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
正
面

か
ら

口
を
や
や
大
き
く
聞
い
て
、
は

っ
き
り
、
ゆ

っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ

手

話

・
:
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
間

で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
手
ま
ね

や
身
ぶ
り
の
会
話
法
で
す
。
市
内
で

は
、
上
小
手
話
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
毎
週
金
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
中
央
公
民
館
で
手
話
を
学
び
な

が
ら
、
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー

ク
ル
に
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
手
話
を
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

筆

記

:
・
手
の
ひ
ら
や
紙
に
文
字
を
書

い
て
読
み
合
う
方
法
で
す
。
多
少
時

聞
が
か
か
り
ま
す
が
、
正
確
で
す
。

道
路
を
歩
く
と
き
、
背
後
か
ら
の
音

が
聞
こ
え
な
い
。
病
気
の
と
き
、
病
院

の
窓
口
な
ど
で
と
ま
ど
う
。
急
用
の
と

き
、
電
話
が
使
、
え
な
い
:
・
:
。

こ
の
よ

う
な
と
き
、
耳
の
不
自
由
な
人
は
一

番

困
っ
て
い
る
の
で
す
。

市
で
は
、
耳
の
不
自
由
な
方
に
緊
急

カ
l
ド
、
耳
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
、
愛

の
連
絡
手
帳
な
ど
を
配
布
し
、
日
常
生

活
で
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
、
っ

努
め
て
い
ま
す
。

耳の不自由な人との会話をめざし、手話の練

習を続けてい る上小手話サークルの皆さん

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
き
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

H

不
用
品
登
録
情
報
H

と
し
て、

月

一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
十
四
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ

て
く
だ
き
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、

数
量
、
希
望
価
格
、
住

所、

氏
名
、

電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 8月6日現在)その⑭(主なもの)不用品登録情報

折りたたみ式ベビーカー

ベビー用かや、階段のサ ク

ゆず って くださいゆずります く希望価格〉

3，000円-5，000円すべり台
〆

足踏ミシン、洗タク機

電動オルカツ、冷蔵庫 (中型)

ステ レオ、二段ベ y ド

自転車 (婦人用・子供用・大人用)

30，000円一40，000円

8，000円

無料

足踏オルカ。ン

マッサージ機

スポーツ 自転車(ドロ ソプハント'ル、12段)5，000円

湯沸 し器(都市ガス)

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ

い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
取
り
引
き
が
成
立
、
不
成
立

に
か
か
わ
ら
ず
)
を
必
ず
生
活
環
境

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

カ守スレンジ (都市ガス)

シングルベッド、ソファ ー

健康 ぶ ら さが り器、 血圧計

下 駄箱、 エ レク トー ン

バイク (50c.c-90cc) 

係

さ

活

だ
生

〈

課

承

境

了
環

ご

活

で
生

の

す

ら

ま

た

ね
し

か

ま

い

り

負

b

め
。
歩
」

が
を
任

物

給

資

口
間
違

い
ご
は

し
に
て

は
軽
い

て
気
つ

つ
お

に

ず

へ

ど

ゆ

幻

な

AU

'ν 

、
q
s
l

物
線
プ

ロ
間
内
ラ

い

0
ト

た
刊
の

、J

川
『
ふ
究

ず
M
H
介

ゆ

ほ

紹

0

0

 

流し台、物置

5，000円 ぐらい j掃除機、はた織 り機

かや (4.5-6畳)

5，000円

50，000円

10個で 9，000円

2，500円

3，000円以下

3，000円

5，000円

茶ダンス

本棚(1か月使用)

嫌彬機(エルモズーム)

反 物(ウール、着尺新品)

ギャッジベッ ド (病人用)

ート冬用 12組で
』春秋用 j

カウンター用イス

車いす
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F

試
合
終
了
後
、
応
援
団
へ
あ
い
さ
つ
に

向
う
上
田
高
選
手

V
敗
れ
た
瞬
間
、
甲
子
園
へ
の
夢
を
断
た

れ
た
応
援
団
は
、
し
ば
し
、
ぼ
う
ぜ
ん

夏の甲子園出場をかけた全国高校野球選手権長野大

司 会 の 決 勝 戦 ・ 上 田 高一 岡谷工高の試合が、 7月31日松

本市の県営球場で行われました。前半は、上田高が押

し気味に試合を進めたものの、 5回装、 4点をとられ

たのが最後まで響き、結局 0- 5で敗れてしまいまし

アこ。

上田高にと っては、 昭和32年以来24年 ぶ りに訪れ た

甲子園出場のチャンスでしたが、最後まで健闘した上

田高ナインにスタンドの応援団も温かい拍手を送 って

いました。

:iliaaa-

-u 

n
H
 

，F
 

V小泉が優勝・・・ー・・学重野球大会

第 3[国マ二Ti:t型f'球大会が、 8月 3日か ら 6日まで市営 ・

県営[ltd野球場ーで聞かれました。 この野球大会は、市制 修

施行60周年を記念して始まったもので、今年は50チーは l は か ナ

ムヵ、参加しました。 熱Iji主の末、小泉が優勝し、待望の大ム 50ら第 イ
屋がi，;Jl: %~) 4 タ

優勝伐を手にしました。 が参以 一 回 l

そ加上かナソ
れ 。の月イ フ

ぞそ皆間タ ト
れのさ、| ボ
優結ん 一、ノ l
勝果に中フル
し 、よ校〉 大
ま男る庭ボ 会
し性 20で|
たはチ行ル
。イ|わ大

|ムれ 会
ス 、まヵ、

タ女し
ン，[生た 7
、は 。 月

女 2 男 6
性チ ，[全日

ご
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

V
橋
本
千
春
様

(
常
磐
城
二
)
農
民

美
術
品
掛
額
商
工
部
長
室
へ

V
縁
の
会
様

七
万
八
千
円
社
会
福

祉
基
金
の
府
立
金
と
し
て

V
合
資
会
社
北
信
義
肢
工
業
所
機

盲

人
用
安
全
つ
、
ぇ
五
本
視
覚
障
害
者
の

皆
さ
ん
へ

V
モ
l
リ
・
ケ
ネ
ス
織

(
諏
訪
形
)

三
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て

V
上
回
さ
っ
き
会
鎌

一
万
六
千
三
百

六
十
円
社
会
福
祉
基
金
の
杭
立
金
と

し
て

V
永
回
春
己
犠

(中
央
五
)

校

名

阪

北
小
学
校
へ

V
土
屋
よ
し
子
様

(中
央
北

二

百

万
円
社
会
福
祉
基
金
の
砧
立
金
と
し

てV
水
野
義
男
機

(常
磐
城
二

)

六

十

万
円
報
思
寮
備
品
購
入
伐
と
し
て

V
清
水
国
太
郎
様

(桜ム円
)

絵

画

三

点
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

V
小
島
茂
嘩
様

(中
央
西
二

)

百

万

円
老
人
福
祉
活
動
伐
と
し
て

V
上
田
市
販
売
士
会
機

九
千
百
十
円

社
会
福
祉
基
金
の
村
立
金
と
し
て



お知らせ市
職
員
を
募
集
し
ま
す

え

ー

一
般
事
務
・
保
母
・
建
築

農
業
土
木
・
体
育
・
水
質
検
査

1

つ広報

総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
2

有
線
②

0
6
5
1

〈
資
格
〉

マ
一
般
事
務
職

O

一
一般
』事
務
職

A

(大
半
程
度

)
l

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

O

一
般
事
務
職

B

(高
卒
程
度

)
l

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

マ
専
門
職

O
保
母
(
短
大
卒
躍
度
)
H
H

昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
母
の
資
格
が
あ
る
人
、

ま
た
は
来
年
の
三
月
末
日
ま
で
に

一第 845号
回す

市
消
防
職
員
企

て

色

水

工

ガ

・
し
周
も
コ
&
↑
円
山
…

加

パ

。

最

ヨ

川

し

一

参

観

だ

広

ゃ

勤

ま

一

ガ
溺
し
相
一
一
南
り
一

個

L
民
一
一
世
切
に
問
…

4
1

し

百

を

{

サ

ガ

一

切
付
加
湘
常
者
…

品
加
明
日
ロ
配
…

巴
教
所
水
栗
な
ガ
い
一

羽
害
+
叉
で
は
和
い
つ
れ
一

月
公
西
川
の
れ
男
き
一

7
供
川
野
そ
き
ガ
り

…

子

浦

の

ピ

な

一

資
格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人

O
連
築
技
術
職
(
高
・
半
程
度

)
1昭

和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
の
建
築
課
桜

を
修
了
、
ま
た
は
修
了
見
込
み
の

人
O
農
業
土
木
技
術
職
(
高
卒
位
度
)

ー
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
入
、で
、
高
校
の
農
業

土
木
課
程
を
修
了
、
ま
た
は
修
了

見
込
み
の
人

O
体
育
職
(
大
半
程
度

)
1
昭
和
三

十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
中
学
校
教
諭
普
通
免
許

状
(
保
健
体
育
)
の
あ
る
人
、
ま

た
は
来
年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得

が
見
込
ま
れ
る
人

O
水
質
検
査
技
術
職

(
大
半
松
度
)

ー
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
環
瓜
生
物
課

粧
を
修
了
、
ま
た
は
修
了
見
込
み

の
人

川
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ど
の
職
附
も
昭
和

4
卜
六

年
四
月

一
日
現
点
、
上
田
市
川
ん
で
あ
る

人
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め

一
時
他

市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
家
族
は
上
田

市
民
で
あ
る
人

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書

(
市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。
)

マ
履
歴
書
お
よ
び
披
終
学
校
成
制
証
明

書
(
高
校
紅
学
者
は
、
統
一
応
必
書

矧
を
使
用
。
そ
の
他
の
人
の
屑
歴
書

は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)

マ
住
民
票
抄
本
ま
た
は
家
族
の
住
民
票

謄
本

マ
資
格
証
明
書
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書
(
保
母
)

マ
中
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
写
し
ま

た
は
同
免
許
取
得
見
込
証
明
書

(
体

育
職
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
内
二
重
封
筒
(合

不
白
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入

)

〈
試
験
日
・
科
目
v

十
一
月
六
日
附
午
前
八
時
受
付
、
同

八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
一
一
般
事
務
職

。

一
般
事
務
職

A
(
大
卒
程
度

)
1

教
養
、
専
門
試
験

つ一

般
事
務
職

B

(高
卒
程
度

)
l

教
養
、
適
性
試
験

マ
専
門
職

。
保
母

(
知
大
半
程
度
)
リ
教
養
、

体
行
、
な
け
栄
位
以
験
(
音
楽
ぷ
験
は
、

別
の
日
に
失
地
)

J

建
築
校
術
戦
(
心
け
何
本
位
皮
)

H
教

パ
ー
キ
ン
ノ
ン
氏
病
な
ど
)
の
皆
さ
ん

養
、
呼
門
試
験

O
門
医
業
土
木
技
術
職

(高
卒
れ
度
)

H

教
養
、
呼
門
試
験

O
体
育
職

(
大
半
松
度

)
H
教
養
、

専
門
試
験

O

水
質
検
食
技
術
職
(
大
半
位
度
)

ー
教
養
、
専
門
試
験

〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
申
込
先
・
期
限
〉

十
月

一
日
附
か
ら
十
月
二
十
日
川
ま

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員
係

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

着
付
け
教
室

ダ
ン
ス
教
室
の

生
徒
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
宮
⑫

7
1
1
7

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
次
に
よ

リ
着
物
着
付
け
教
主
と
ダ
ン
ス
教
本
の

生
徒
を
必
集
し
ま
す
。
対
象
者
は
、

-一

十
九
歳
ま
で
の
勤
労
t
V
少
年
で
す
。
希

望
者
は
、
米
館
の
う
え
受
講
料
を
添
、
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
着
物
着
付
け
教
室
〉

期

間

・
・
九
月

i
十
一
一
片

定
員
・
:
水
雌
コ

ー
ス
、
木
叫
コ
ー
ス

各
十
二
名

時

間

:
・
午
後
六
時
三
十
分
1
八
時
三

十
分

受
講
料

・
全
期
間
で
二
千
円

〈
ダ
ン
ス
教
室
〉

期

間

・
:
九
月
1
十
二
月

定

員

・
・
水
曜
コ

l
ス
三
十
名
、
金
川
崎

コ
ー
ス
四
十
名

時

間

:
・
午
後
六
時
三
十
分
1
八
時
三

十
分

受
講
料
・
・
・
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
全
期
間
で

三
千
円

今月の納税

第2期

今月の納税は、市県民税第 2期です。

悦{ltは、 納期内に納入されますよう

ご協力くださL、。
今月の納期限は、 8月31日(}llです。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111些

〈収税課宮⑫4100内線241・有線②0691> 三

市県民 税

者
の
.
通
行
す
る
営
業
用
主
H
ナ
ン
バ

ー

都市づ くり

'市内中学生納税標語入選作品)

納税で 明る い

未来の

に
つ
い
て
、
日
体
的
に
湾
解
し
や
す
〈
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市
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す

総
務
隈
職
員
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線

2
2
2
・
有
線
②
0
6
5
1

〈
資
格
〉

マ
消
防
職

(LMぃ
午
山
何
度

)
1
昭
和
三
十

川
年
間
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

て
、
附
和
・
4
卜
六
年
四
月
一
日
現
紅
、

上
凶
市
民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
勉
学

な
ど
の
た
め

一
時
他
市
町
村
に
住
ん

で
い
る
が
家
肢
は
上
回
市
民
で
あ
る

人
〈
必
要
書
類
〉

マ
交
験
申
込
占
(
市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。
)

マ
胤
歴
占
お
よ
び
紋
終
学
校
成
航
証
明

4
m
.
M
(

高
校
ト
れ
学
者
は
、
統
一
応
必
誕
百

似
を
使
用
。
そ
の
他
の
人
の
臨
歴
書

は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)

マ
住
民
以
抄
本
ま
た
は
家
族
の
住
民
票

抽
府
本

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
ム
口

否
述
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

〈
試
験
日
・
科
目
〉

九
月
四
日
制
午
前
八
時
三
十
分
受
付
、

同
八
時
四
十
丘
分
試
験
開
始

教
鐙
試
験
、
作
文
、
体
力
検
士
官

〈
人
員
〉

若
干
名

〈
申
込
先
・
期
限
〉

八
月
二
十
日
同
か
ら
八
月
三
十
一
日

だえつ一(9)一一一一 昭和56年 8月16日 広報

州
ま
で
に
、
市
役
所
三
師
団
総
務
課
職
員

係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

難
病
医
療

相
談
会
を
開
催

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
3

有
線
②

0
7
2
1

難
病
は
、
原
因
が
不
明
で
し
か
も
治

療
方
法
が
む
ず
か
し
い
た
め
、
医
療
上

た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
患
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
の

精
神
的
負
担
が
、
少
し
で
も
軽
減
さ
れ

る
よ
う
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。
専
門
の

医
師
に
よ
る
適
切
な
指
導
、
助
一
言
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
八
月
二
十
八
日
樹
、
午
後
二

時
か
ら
四
時

と
ニ
ろ

上
回
保
健
所

申
込
先
・
:
八
月
二
十
七
日
嗣
ま
で
に
、

市
役
所
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
定
疾
患
療
養
者
に

お
見
舞
金
を

福
祉
課
福
祉
係
官
⑫

4
1
0
0

内
線

3
7
3
・
有
線
②

0
7
9
1

市
で
は
、
特
定
疾
患
療
養
者
(
再
生

不
良
性
貧
血
、
ス
モ
ン
、
べ
|
チ
エ
ン

ト
病
、
全
身
性
エ
リ
テ
7

ト

l
テ
ス
、

れ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
な
ど
)
の
皆
さ
ん

に
、
お
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ
り
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

上
田
市
内
に
住
所
を
有
し
、
特
定
疾

患
医
療
を
受
け
て
い
る
方

〈
見
舞
金
の
額
〉

六
千
円
(
年
一
回
)

〈
申
し
出
期
間
〉

八
月
三
十
一
日
川
ま
で

〈
申
し
出
方
法
〉

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
病
名
な

ど
を
-記
載
し
て
、
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

白書
家芸
用笠

通パ重
正ス警
使は伊
用ら
を

近
ご
ろ
の
自
家
用
パ
ス
め
増
加
と
と

も
に
、
一
部
の
使
用
者
が
、
本
来
の
自

家
用
と
し
て
自
己
の
事
業
目
的
に
使
用

す
る
と
い
う
通
常
の
範
囲
を
越
え
て
、

第
三
者
の
依
頼
に
よ
る
運
送
や
有
償
で

貸
し
渡
し
を
行
う
と
い
う
違
法
行
為
が

多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
家
用

(白
ナ
ン
バ
ー
)

パ
ス
に
よ
る
営
業
類
似
行
為
は
、
道
路

運
送
法
に
よ
っ
て
固
く
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
全
で
快
適
な
輸
送
を
確
保
し
、

道
路
運
送
の
健
全
な
発
達
を
図
る
う
え

か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
第
三
者
の
運
送

依
頼
に
つ
い
て
は
、
貸
切

・
パ
ス
事
業

者
の
運
行
す
る
営
業
用
(
青
ナ
ン
ハ
|

パ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
庭
婦
人
の
皆
さ
ん

健
康
教
室
に

ご
参
加
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
3

有
線
②

0
7
2
2

市
で
は
、
家
庭
婦
人
を
対
象
と
し
た

「
健
康
教
室
」
を
、
左
表
の
日
程
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
栄

養
、
休
養
、
病
気
の
予
防
、
運
動
な
ど

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
理
解
し
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

家
庭
婦
人
め
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

資

格

・
:
家
庭
の
主
婦

日
程
と
内
容
・
:
左
表
の
と
お
り

会

場

・:
保
健
セ

ン
タ
ー
(
市
役
所
南

庁
舎
三
階
)

定
員
・
:
四
十
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先
・・
・保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

募
集
期
間
:
・
八
月
三
十
一
日
川
ま
で

な
お
、

川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

も
、
来
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

健
康
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

午後 1: 30-2 : 50 午後 3: 00-4 : 30 

1 回目 。開講式 。栄養の基礎知識

9月10日 。健康増進について(医師) (栄養士)

(村 。食事診断(栄養士)

2 回目 。休養のとり方(保健婦) 。調理実習(栄養士)

9月21日 。レクリエーション(体育指導員 ) l自の献立例と

(JJ) 。食事診断の結果(栄養士) 貧血予防料理

3 回目
。高血圧の予防について(医師) 。調理実習(栄養士)

9月28日
。極分濃度;itlJ定と結果 高血圧者むき料理(JJ) 

4 回目 。よい断づくりのはなし(歯科医師)
。調理実tg/l栄f材ifl養新生士士)

10片 5日 。効果的な州のみがき方 むし依I

(JJ) (前科衛生士) 予防のおやつづくり

5 回目
j誕!li1Jと健康(体育教諭) 。f羽織式

10月8日
。反省会(~\) 

健康教室日程表
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乳
幼
品
健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

九
川
の
乳
幼
児
、
三
以
児
健
康
診
伐

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い

ず
れ
も
午
後

一
時
三
卜
分
か
ら
二
時
三

|
分
ω

り
f
他
山
峨
千
艇
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

三歳児健康
診査日程表

会 J品 似地センター

地区 細川川 111di 

N 
事t 53年 8)1 ，~. 

~G 

9 JJ 

え

「ーー
川凶社会k.，

全地
保健センター 出削母チ健康センター hlセンター

←一 4か月児 9か月児 1成 6か月児 4.9か月児
N 

1;没6か月見 1"l<: 6か)1リ4

'i! 56年 5月
5吋 )1生 5ペ)j生

~~ 56年5月生 55年12月生 55年 3月生 55年12月生

地 区引肺肉 新市内|旧市内 I孟回全区 川西全区

9月 16日 8日 29日 10日

つ広報

乳幼児健康診査日程表

一 第 845号

東
信
労
働
学
校
に

ご
参
加
を

東
信
労
政
事
務
所

宮
⑮
1
6
2
9

労
働
問
組
に
つ
い
て
の
知
識
の
修
得

と
埋
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

来
伝
山
労
働
学
校
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
?
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・

八
月
二
十
一
4
H
ω
i
二
十
八

日
耐
と
三
十
一
日
川
の
五
日
間
、
午

後
六
時

1
八
時
三
十
分

と
ニ
ろ

・
上
回
消
沈
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
者

・中
限
的
立
場
に
あ
る
労
働
者
、

使
用
者
及
び
労
務
初
当
者
、
一
般
者

塩尻・川辺 ・泉田 ・神川・ 神科 ・盟殿

東吉11'南部 ・中央 ・北音I1・西宮11・城下

日 科 目 訴え 日市

山本病院院長
25日 余暇利用と健康 山本太郎さん

(火) 日本経営分析センタ 所長

26日 高齢化・高学歴化社会の賃金問題 村田多嘉治さん

(/)¥) 東京学芸大教佼

27日放近の労働判例の動向と特徴 俗崎二郎さん

(村 労働評論家

円 労使関係をめくる諸問題 樋口出ん

(鎖 八寸銀行経営相談所

31日長針県の経済情勢と今後の課題 館林 清 彦 さ ん
UJ) 

東信労働学校日程表

新市内

旧市内

(
全
科
目
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、

修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
)

受
講
料
・
・
・
無
料

募
集
締
切
日

・
八
月
二
十
五
日

ω

申
込
先
:
東
信
労
政
事
務
所

長
野
愛
護
束
北
信

体
育
大
会
を
開
催

社
会
福
祉
法
人
・
上
田
明
照
会

包
(⑪

6
6
3
3

県
や
県
柏
神
薄
弱
者
愛
護
協
会
で
は
、

次
に
よ
り

「
第
九
団
長
野
愛
護
東
北
信

地
区
体
育
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
東
北
信
地
区
の
地
設

入
所
児
者
を
中
心
に
職
員
、
父
兄
及
び

関
係
者
が
年
一
回
集
い
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

通
じ
親
睦
と
述
借
意
識
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
自
立
へ
の
意
欲
を
高
め
る
と
と

も
に
、
一
般
社
会
の
正
し
い
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
と
応
慌
を

お
願
い
し
ま
す
。

と

き

・
九
月
六
白
川
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
市
営
陸
上
競
技
場
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
者

:
東
北
信
地
区
に
所
代
す
る
粕

神

mw崎
地
設
入
所
児
者
、
職
員
、

父

見
放
ひ
闘
係
者
(
二
|
一
一
地
設
、
約

千
二
百
人
)

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な

水
と
空
気
を
守
り

、
緑
の

あ

ふ
れ

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

て

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て

る

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、

人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま

ち

に

し

ま

す
。

一
、

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み

ち

た

ま

ち

に

し

ま

す
。

一

、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く
世
界
に
目

を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

ー
市
の
施
設
を
見
る
会
U
H

今
年
は
九
月
下
旬
に
実
施

例年、秋に実施している「市の施設を

見る会」を、今年は 9月24日(本)、29日(刈、

30 HV!:lの 3日間行います。 回収や4よ;集
~~到など詳細.については、 9片 1日号

の広報「うえだ」をごYZください。
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